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　出口正義教授が本年３月をもって退職されることとなった。出口教授は、１９８５年
に筑波大学社会科学系助教授として赴任され、２６年の長きにわたって、筑波大学で
商法・保険法を講じてこられた。現在、在籍する法学関係の教員の中で最も長く筑
波大学に奉職された、名実ともに慕われる「長老」である。
　研究活動においては、会社法、保険法分野において数多くの優れた業績を発表さ
れるとともに、日本保険学会理事長として活躍され、また社会的にも、茨城県、つ
くば市、各種財団等において多くの要職を歴任されてきた。後掲の目録からだけで
も、先生がご自身の研究分野でいかに指導的立場にあられたかがわかる。
　本来ならば、研究上のご功績について詳しく紹介させて頂くべきであろうが、筆
者には残念ながらそのための充分な能力がない。ここでは、同じ職場で働かせて頂
いた者として出口教授の思い出を述べさせて頂きたい。
　筆者が本学に赴任したのは５年前の夏休みであったが、そのときにはじめに、ニ
コニコと温かく出迎えて下さったのが出口先生であった。人を包み込むような先生
の笑顔とユーモアに富んだ語り口は、赴任したてで右も左もわからない新参者の不
安を払拭してくれた。以来、複雑に入り組んだ筑波大学の研究・教育システムの中
でわからないこと、困ったことがあるときには、しばしば出口先生に教えを乞い、
そのたびに先生はニコニコと快く応じ、適切なアドバイスを下さったのであった。
心配性なくせに粗忽な筆者も、先生に「大丈夫だよ」と言われると大丈夫な気がし
てくるから不思議なものである。
　社会科学専攻長、社会科学研究科長を歴任された先生は、この２６年の間に同じよう
にして多くの新任教員を迎え入れ、支えて来られたのであろう。学会等で以前、筑波
大学に所属したことがあるという研究者に会うと必ず、「出口先生はまだ筑波におら
れますか？」と聞かれる。「はい、元気に活躍されていますよ」というと、決まって
返ってくるのが「出口先生には大変お世話になった」という言葉である。また法学の
別の教員からは「筑波をやめた先生たちから『出口先生が退職されるときは何かした
いからぜひ声をかけてくれ』といわれている」という声も聞いている。筑波を離れた
人々にとっても出口先生のことは「筑波のよき思い出」としていつまでも残っている
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ということであろう。このような教授の存在はわれわれにとって大きな財産である。
　筆者はたまたま出口先生から、筑波に来られる前の職場での話を伺ったことがあ
る。大学院卒業後、最初に就職した大学が経営難に陥ったためにあちこち奔走して
建て直しに尽力され、おかげでその地域の人々と今でも強い繋がりをもっておられ
るとのことであった。「僕、今でもあそこに帰ると歓待されちゃうんだよ」と冗談
めかして話されていたが、現在の先生の温厚な人となりには、こうした若い頃のご
苦労が反映しているのかもしれない。同時にこの話には、職場を大切にされる先生
の姿勢がよく現れているように思う。筑波大学について、「ここはいいところだよ。
学生もいいし、環境もいい。ここでじっくり落ち着いて研究するのが一番いいと思
うよ」と言われていた先生は、多くの教員が入れ替わるなかでずっと筑波に腰を据
えて研究に邁進されるとともに、教育面でも熱心な指導をされ、学生たちから慕わ
れた。また近年では、「筑波山ルネッサンス」のプロジェクトにおいて、企画責任
者として活躍され、筑波山を中心とする文化的資源、歴史的遺産の掘り起こし、つ
くば市と連携しての新たな街づくり構想にも尽力されてきた。
　実は今回、退職の話をご本人がされたとき、「何年か前から来ないかとさそわれ
ている大学があった」と聞いた。３年前に法学専攻が立ち上がったところで、教授
数も少ない専攻の行く末を心配して時期を延ばしておられたのであろう。最後まで
われわれのことを気遣って下さったことに対し、心から御礼を申し上げたい。
　長年にわたって、筑波大学の法学教育を支えて来られた出口教授のご功績を考え
るならば、本来であれば、法学関係教員一同で論文を執筆すべきところであるが、
昨今の大学事情から通常号をもって退職記念とさせて頂くこととなった。この点を
先生に深くお詫び申し上げるとともに、われわれの感謝の念が言葉や形に尽くせな
いものであることを申し添えたい。
　法律関係教員一同、先生の一層のご活躍を心から祈念し、また今後ともご友誼を
賜ることを切にお願い申し上げる次第である。
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